
令 和 ８ 年 ４月 ８ 日 

北九州市産業経済局 

報道機関各位 

北九州学術研究都市に「シャボン玉石けん株式会社」が 

「研究開発拠点（イノベーションラボ北九州）」を新設！ 

～４月１３日（月）に開所式を実施します～ 
   

シャボン玉石けん株式会社は、研究開発力の強化とオープンイノベーションの

推進を目的として、 研究開発拠点を北九州学術研究都市内に移転、 新たに 

「イノベーションラボ北九州」を開設します。 

これにより、 

・北九州学術研究都市内の北九州市立大学等との共同研究の加速による 

研究のスピードと質の向上 

・学術研究都市内の最新鋭の共用設備を活用した研究環境の高度化 

・大学との共同研究や交流による高度人材の獲得と育成 

など、研究体制の革新が図られます。 

また、北九州学術研究都市が備える優れた研究環境が同社に選ばれ、今回

の開設に至りました。 

ついては、以下のとおり開所式を実施します。取材方よろしくお願いします。 

１ 開所式概要 

（１） 日   時 令和８年４月１３日（月）１０：００～１０：３０ 

（２） 場   所 北九州学術研究都市 技術開発交流センター１階 交流室 B 

（北九州市若松区ひびきの北８番１号） 

（３） 式 次 第 

１０：００ 

１０：０５ 

 

 １０：１５ 

 10：２0 

 

開会挨拶 シャボン玉石けん㈱ 代表取締役社長 森田 隼人 氏 

来賓挨拶 北九州市長 武内 和久 

（公財）北九州産業学術推進機構 専務理事 北里 勝利 氏 

「イノベーションラボ北九州」概要説明 

テープカット（上記３名及びイノベーションラボ北九州から１名） 

※開所式終了後、「イノベーションラボ北九州」の施設案内を行います。 

 

 

市政、経済・金融記者クラブ同時配布 



２ 研究拠点の概要 

（１） 名   称 「イノベーションラボ北九州」 

（２） 開 設 日 令和８年４月１日（水） 

（３） 開設場所 北九州学術研究都市 技術開発交流センター（５号館） 

３～４階 居室面積：６６１．８８㎡ 

（４） 部   署 研究開発本部 

・研究開発部 ・環境防災部(一部) ・知的財産部(一部) 

（５） 主要施設 ・実験室：石けんに関する研究開発やバイオ系の実験エリア 

・ワークスペース：透明性の高い、開放的なオフィススペース 

・リフレッシュルーム：対話を生むコミュニケーションゾーン 

（６） 人員体制 １５～２０人（予定） 

 

３ 企業概要 

会社名 シャボン玉石けん株式会社 

設立 １９４９年（昭和２４年）５月 

代表取締役社長 森田 隼人 

本社所在地 

（本社工場）  福岡県北九州市若松区南二島 2-23-1 

（北九州本部）福岡県北九州市小倉北区室町 1-1-1 

リバーウォーク北九州 5F 

資本金 1 億円 

事業内容 無添加石けんの製造・販売 

 

４ 北九州学術研究都市概要 

北九州学術研究都市は、北九州市における新たな産業の創出と技術の高度化を

支える知的基盤として、２００１年４月に開設されました。 

環境先進都市としての「グリーン」の力と、ものづくり企業の集積による「ものづく

り」の力に、大学の「知」を融合することにより、世界を牽引する新たなイノベーション

を創出する拠点（Ｇ－ＣＩＴＹ）を目指しています。 

【問合せ先】 

 産業経済局 未来産業推進課 

   担当課長：岩本 担当係長：瀧谷 

   TEL:093-６９５-３０３５ 

開所式会場 



 

 

 

 

無添加石けんのパイオニアであるシャボン玉石けん株式会社（本社：福岡県北九州市／代表取締役社長 森

田隼人）は、さらなる研究開発力の強化とオープンイノベーションの推進を目的として、２０２６年４月１日（水）付で

北九州学術研究都市内の「技術開発交流センター」へ研究開発拠点を移転し、新たに『イノベーションラボ北九

州』として始動することをお知らせいたします。 

この度、北九州学術研究都市の中核施設の一つである「技術開発交流センター」内に研究部署の拠点を移す

ことで、以下の４点を中心に研究体制を革新いたします。 
 

１． 産学連携の加速と組織シナジーの強化 

最先端の研究コミュニティとの連携を深化させるとともに、既に設置され 

ている「北九州市立大学シャボン玉石けん共同研究講座」や「感染症対策 

研究センター」「石けんリサーチセンター」との強固なシナジーを構築し、 

研究のスピードと質を向上させます。 

２． 研究環境の高度化とオープンイノベーション 

学研都市内の最新鋭の共用設備をフル活用し、オープンラボを通じて 

企業・研究機関・行政が交わる「多機関連携のハブ」としての役割を担います。 

３． 高度専門人材の確保と育成 

学生との日常的な交流や共同研究を通じ、次世代を担う高度な専門知識を持った人材の獲得および育成に注力い

たします。 

４． 創造性を高める新たなワークプレイス 

実験室、ワークスペース、リフレッシュルームを刷新。コミュニケーションを促進する大規模実験や円形ソファ・カフェス

ペースや個別の集中スペースなど、研究員のウェルビーイングと創造性を引き出す環境を整備しました。 
 

■ 新拠点の概要 

⚫ 拠点名称：「イノベーションラボ北九州」 

⚫ 移転時期： 2026年 4月 1日（水） 

⚫ 移動部署：研究開発本部 

- 研究開発部 

- 環境防災部（一部） 

- 知的財産部（一部） 

⚫ 主な施設： 

・ 実験室：石けんに関する研究開発やバイオ系の実験エリア 

・ ワークスペース：透明性の高い、開放的なオフィススペース 

・ リフレッシュルーム：対話を生むコミュニケーションゾーン 

 

2026年 4月 1日（水）より研究開発拠点 移転 

『イノベーションラボ北九州』開設 


